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RSF則に基づいたダイナミックトリガーに関する数値シミュレーション

Numerical simulation of dynamic earthquake triggering based on rate-

and state-dependent friction law
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　Dieterich (1994)は，RSF則に基づいたバネ・ブロックモデルを仮定し，ある時点での滑り速度と不安定滑

りに至るまでの時間の関係を求め，静的応力の変化により滑り速度が増加すると地震の発生が早められるとい

うモデルを考案した．滑り速度の対数は静的応力変化と摩擦強度(状態変数で表される)との差に比例するの

で，地震波により動的応力が変動し摩擦強度が下がれば，静的応力変化がない場合でも地震がトリガーされる

可能性がある． 

　円形アスペリティを仮定し，Nagata et al. (2012)により修正されたRSF則に基づいて数値シミュレーション

を行なった．地震サイクルのある時点で，応力擾乱をサイン波1〜数サイクルで与えると微小滑りが起こ

り，強度が下がる(滑り弱化)．摩擦パラメータaと有効法線応力の積が小さいとき，擾乱の振幅が大きくなるに

つれ，滑り速度の変化が大きくなり，地震滑りに至るまでの時間が短くなるという結果が得られた．静的応力

も増加する場合は，当然，よりトリガーされやすくなるが，たとえ静的応力変化が負であっても，動的応力変

化が大きければトリガーされることがあった．また，地震波が通過中に地震がトリガーされることも度々観測

されているが，シミュレーションにおいても，応力変動が起こっている最中に地震が発生する場合が見られ

た． 

　Fig.1に地震滑りに至るまでの時間と，アスペリティ中央における滑り速度の増加量との関係を示す．赤は静

的応力変化によるトリガー，青は動的応力変化によるトリガー，緑は両者が変化した場合のトリガーである．
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